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１．市民アンケート 

（１）調査設目的・実施概要 

 市民を対象にアンケート調査を実施し、市民が身近に感じている商業（買物）、市民の目から見

た景況、就業・雇用への意向等をお聞きし、今後の施策に市民意見を反映するとともに、企業状

況調査と同設問を盛り込むことで、企業側との意識差も分析します。 

■調査対象区分及び配布数・配布方法 

区分 調査対象数 想定回収率 種類 調査手法 

市民 1,000 30～40％ 1 種類（4～8頁程度） 郵送配布・郵送回収 

 

（２）調査項目案 

①基本情報 １．性別、年齢、住所、職業、従業員数、家族構成、居住年数 

②商業について 

１．平日・休日別日用品の買い物する目的、利用する店舗形態とそれを選ぶ理

由、店舗の場所、利用頻度、交通機関、希望の販売方法 

２．希望する商業施設等 

③雇用について 

１．就業状況、就業場所 

２．勤めている会社に求める制度・対策 

３．今後の就業希望（業種、職種、雇用形態） 

４．勤労者福祉対策として求めること 

５．何歳まで働き続けたいか 

④政策について 

１．生活の中での困りごと⇒ビジネスにつながるか模索 

２．商業振興・空き店舗対策で必要な取り組み 

３．工業振興で必要な施策 

４．中小企業振興で必要な施策 

■アンケート調査項目案 
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ＳＴＥＰ３ ヒアリング結果まとめ 

内容を確認後、これまでの評価や課題を整理し、新体系

を整理します。 

２．関係機関・庁内等ヒアリング 

実態に即した計画策定を進めていくためには、現行計画の進捗状況を把握し、施策の問題・

課題点を浮き彫りにしていくことが重要です。統計やアンケート調査で浮き彫りになった課

題や、国や県等の動きも踏まえた新たな方向性についての課題を、現場・窓口である関係課

等に確認するため、ヒアリングによる検証を行います。 

関連する課・機関にヒアリングシートを事前に配布し、現在実施している施策・事業の総

括や課題の明確化を図ったうえでヒアリングを実施します。 

 

■ヒアリングの流れ 

 

 

 

 

 

 

■ヒアリングシート対象課・機関 

 担当課／機関 

庁内 ・商工企業立地課 ・港湾・観光課 ・農林水産業課 ・その他関係課 等 

関係機関 ・商工会議所 ・商工会 ・大学機関 等 

その他 ・中小規模事業者（調査等を補完する位置づけで生の意見を聴くため） 
     

 

  

現行計画にお
ける事業の総
括（評価） 

ＳＴＥＰ1 

ヒアリングシート記入 

事前に関係各課に対し

ヒアリングシートを配布

し、ご記入後、提出いた

だきます。 

ＳＴＥＰ２ 

内容の確認 

事務局にてシート内容

の確認を行い、課題の

抽出・整理や方向性

の検討を行います。 

新たな対応す
べき課題や必
要な施策 

次期計画にお
ける今後の方
向性 
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３．ワークショップ 

ワークショップにより、アンケート調査や統計資料分析等では把握できない課題点、将来

方向などの意見を把握し、各種施策の検討資料とします。あわせて、ＲＥＳＡＳ（地域経済

分析システム）を活用しながら、中小企業振興の課題を解決するための政策立案まで到達す

ることで、楽しみながら参加者にとっても意義のある会となるようワークショップを進めて

いきます。 

 

■ワークショップの概要 

 概要 

参加者 ・市内事業者（若手事業者、事業後継者、女性事業者）  等 

参加者想定 ・４名×３グループ程度で実施 

実施回数 ・2回 

内容 

【1回目（初回）プラン】90～120 分程度 

・グループインタビュー 

「皆さんが取り組んでいるものは何ですか？」「中小企業全般の現状や課題は？」 

・ＲＥＳＡＳ活用スタートアップセミナー 

「ＲＥＳＡＳで射水市の産業を知ろう」「射水市で一番元気な産業は何？」 

 

【2 回目プラン】90～120 分程度 

・ＲＥＳＡＳを活用しながら市の課題を考える⇒原因を探る⇒解決策を練る 

※『ＫＪ法』＋『ワールドカフェ』方式での実施とします 

 


